
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

総
務
省
は
１
月
１
日
付
で
「
平

成
２４
年
中
に
お
け
る
地
方
公
共
団

体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
任
期

満
了
に
関
す
る
調
」
を
公
表
し

た
。調

査
は
、
平
成
２３
年
１１
月
１
日

現
在
の
都
道
府
県
、
市
区
、
町
村

を
対
象
に
実
施
。
全
自
治
体
合
計

１
７
８
９
団
体
の
う
ち
、
２４
年
中

に
任
期
満
了
を
迎
え
る
自
治
体

は
、
５
３
１
団
体
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
。
全
自
治
体
に
占
め
る
比

率
は
１４
・
８
％
�
表
参
照
。

市
区
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
全

８
０
８
団
体
中
、
９
・
０
％
に
あ

た
る
７３
団
体
が
２４
年
中
に
任
期
満

了
を
迎
え
る
。
全
市
区
議
会
８
０

９
団
体
中
、
２３
年
は
５２
・
３
％
に

も
上
る
４
２
３
団
体
が
任
期
満
了

を
迎
え
た
が
、
２３
年
は
統
一
地
方

選
挙
に
該
当
し
た
た
め
、
３
５
０

団
体
も
の
開
き
が
あ
る
状
況
は
当

然
と
い
え
よ
う
。

任
期
満
了
を
迎
え
る
市
区
議
会

議
員
に
つ
い
て
都
道
府
県
別
の
団

体
数
で
み
る
と
、
茨
城
県
が
７
市

と
な
っ
て
お
り
最
多
。
一
方
、
任

期
満
了
に
該
当
し
な
い
市
区
議
会

は
、
２１
都
道
県
に
上
る
結
果
も
得

ら
れ
た
。

ま
た
、
市
区
議
会
議
員
が
任
期

満
了
を
迎
え
る
時
期
を
月
別
で
み

る
と
、
４
月
が
１９
団
体
と
な
っ
て

お
り
最
多
。
次
い
で
１１
月
の
１６
団

体
、
２
月
の
９
団
体
と
続
く
。
２３

年
中
の
調
査
で
も
、
４
月
が
２
８

３
団
体
と
な
っ
て
お
り
最
多
。
４

月
の
任
期
満
了
団
体
数
に
つ
い
て

今
年
と
昨
年
で
比
較
す
る
と
、
２４

年
は
前
年
度
比
で
２
６
４
団
体
の

減
と
な
っ
た
。

な
お
、
２４
年
中
に
任
期
満
了
を

迎
え
る
市
区
長
は
、
８
０
８
団
体

中
１
５
０
団
体
。
１８
・
６
％
を
占

め
る
結
果
と
な
っ
た
。
※
詳
細
は

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

閣閣
僚僚
のの
顔顔
ぶぶ
れれ

▽
内
閣
総
理
大
臣
�
野
田
佳
彦
（
衆
）

▽
内
閣
法
第
九
条
の
第
一
順
位
指
定
大

臣
（
副
総
理
）
、
行
政
改
革
担
当
、
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
担
当
、
公
務
員

制
度
改
革
担
当
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
行
政
刷
新
「
新
し
い
公
共
」
、
少

子
化
対
策
、
男
女
共
同
参
画
）
�
岡
田

克
也
（
衆
）
▽
総
務
大
臣
、
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
、

地
域
主
権
推
進
）
、
地
域
活
性
化
担
当

�
川
端
達
夫
（
衆
）
▽
法
務
大
臣
�
小

川
敏
夫
（
参
）
▽
外
務
大
臣
�
玄
葉
光

一
郎
（
衆
）
▽
財
務
大
臣
�
安
住
淳

（
衆
）
▽
文
部
科
学
大
臣
�
平
野
博
文

（
衆
）
▽
厚
生
労
働
大
臣
�
小
宮
山
洋

子
（
衆
）
▽
農
林
水
産
大
臣
�
鹿
野
道

彦
（
衆
）
▽
経
済
産
業
大
臣
、
原
子
力

経
済
被
害
担
当
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
）
�

枝
野
幸
男
（
衆
）
▽
国
土
交
通
大
臣
、

海
洋
政
策
担
当
�
前
田
武
志
（
参
）
▽

環
境
大
臣
、
原
発
事
故
の
収
束
及
び
再

発
防
止
担
当
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
原
子
力
行
政
）
�
細
野
豪
志
（
衆
）

▽
防
衛
大
臣
�
田
中
直
紀
（
参
）
▽
内

閣
官
房
長
官
�
藤
村
修
（
衆
）
▽
国
家

公
安
委
員
会
委
員
長
、
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
消
費
者
及
び
食
品
安
全
）
、

拉
致
問
題
担
当
�
松
原
仁
（
衆
）
▽
郵

政
改
革
担
当
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
金
融
）
�
自
見
庄
三
郎
（
参
）
▽
国

家
戦
略
担
当
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
経
済
財
政
政
策
、
科
学
技
術
政
策
）
、

宇
宙
開
発
担
当
�
古
川
元
久
（
衆
）
▽

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
担
当
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
�
平
野
達

男
（
参
）

※
写
真
提
供
�
内
閣
広
報
室

野
田
総
理
は
１
月
１３
日
、
内
閣

改
造
を
実
施
。
昨
年
か
ら
国
と
地

方
で
議
論
し
て
い
る
「
社
会
保
障

・
税
一
体
改
革
」
で
は
、
担
当
相

と
し
て
新
た
に
岡
田
克
也
氏
を
起

用
。
総
務
大
臣
は
引
き
続
き
川
端

達
夫
氏
が
担
当
す
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1821号１月２５日平成24年
（2012年）

平成２４年中における地方公共団体の議会の
議員及び長の任期満了に関する調

平成２３年１１月１日現在
（Ｂ）／（Ａ）
×１００（％）

１４．９％

２．１％

１８．６％

９．０％

２０．７％

１１．５％

１４．８％ ＊

注（１）＊印の１４．８％の算式 ５３１
１，７８９（団体数）×２

×１００（％）

（２）東京都特別区は、市区欄に（ ）で内書きしている。

任期満了団体数
（Ｂ）

７

１

（３）
１５０
（－）
７３

１９３

１０７

（３）
５３１

地方公共団体数
（Ａ）

４７

（２３）
８０８

９３４

（２３）
１，７８９

区 分

知 事

議会議員

長

議会議員

長

議会議員

計

都
道
府
県

市
区

町
村

７３
市
区
議
会
が
任
期
満
了

総
務
省
が
２４
年
中
の
動
向
を
調
査

野田総理が内閣改造
社会保障・税一体改革相に岡田氏就任
総務相・地域活性化担当は川端氏留任

新
た
に
大
臣
と
し
て
岡
田
克
也
氏
（
前
列

右
か
ら
２
人
目
）
ら
５
名
を
起
用
し
た

（１） 平成２４年１月２５日 第１８２１号
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平
成
２３
年
１１
月
２９
日
に
開
か
れ
た
本
会
の
第
１
４
２
回
建
設
運
輸

委
員
会
で
「
正
副
委
員
長
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
被
災
地
視
察
報
告

書
」
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
現
地
調
査
は
、
同
委
員
会
委
員
の
渡
邊

武
・
名
取
市
議
会
議
長
に
よ
る
全
面
的
な
協
力
を
得
て
実
現
。
名
取

市
と
い
え
ば
、
仙
台
空
港
を
襲
う
津
波
の
映
像
が
未
だ
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
建
運
委
の
藤
井
昌
之
・
委
員
長
（
安
芸
高
田

市
議
会
議
長
）
、
高
橋
正
美
・
副
委
員
長
（
登
別
市
議
会
議
長
）
、
土

屋
裕
彦
・
副
委
員
長
（
鎌
ケ
谷
市
議
会
議
長
）
は
８
月
２６
日
、
津
波

ゆ
り
あ
げ

で
大
規
模
な
家
屋
等
の
流
出
や
全
壊
に
見
舞
わ
れ
た
閖
上
地
区
な
ど

へ
赴
き
、
現
地
調
査
を
通
じ
同
委
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
探
っ
た
。

３
月
１１
日
１４
時
４６
分
の
「
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
発
生
か
ら

約
１
時
間
後
に
は
、
津
波
の
第
一

波
が
名
取
市
沿
岸
部
へ
襲
来
。
目

撃
者
の
証
言
か
ら
推
定
す
る
と
、

６
回
程
度
の
津
波
が
押
し
寄
せ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
浸
水

深
は
津
波
の
痕
跡
か
ら
、
最
も
深

い
閖
上
漁
港
付
近
で
６
〜
８
�
に

達
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
被
害

の
甚
大
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。

建
運
委
が
ま
と
め
た
報
告
書
に

よ
る
と
、
名
取
市
が
抱
え
る
面
積

約
９８
平
方
�
の
う
ち
２８
％
に
あ
た

る
約
２７
平
方
�
が
浸
水
。
現
地
調

査
の
時
点
で
最
新
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
死
者
が
９
１
１
名
、
行
方

不
明
者
が
７６
名
に
も
及
ん
だ
と
い

う
。
死
者
と
行
方
不
明
者
を
合
わ

せ
た
人
数
９
８
７
名
は
、
同
市
の

人
口
７
万
２
４
６
６
名
の
う
ち
、

実
に
１
・
３６
％
に
も
及
ぶ
。

家
屋
等
の
被
害
は
、
全
戸
数
１

万
１
７
６
８
戸
の
う
ち
、
１
７
８

６
戸
が
全
壊
、
２
１
４
戸
が
大
規

模
半
壊
、
７
０
８
戸
が
半
壊
。
現

地
調
査
を
実
施
し
た
閖
上
１
丁
目

か
ら
７
丁
目
、
下
増
田
地
区
の
増

田
川
以
東
の
エ
リ
ア
で
は
、
家
屋

の
全
壊
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。

名
取
市
は
平
坦
地
が
大
部
分
を

占
め
る
た
め
、
交
通
の
便
が
良
く

重
機
の
移
動
も
容
易
で
あ
っ
た
状

況
が
幸
い
し
、
ガ
レ
キ
推
計
量
に

対
す
る
仮
置
き
場
へ
の
搬
入
済
量

の
割
合
が
高
い
。
８
月
３０
日
時
点

に
お
け
る
デ
ー
タ
だ
と
９０
％
以
上

と
い
う
結
果
。
し
か
し
、
ガ
レ
キ

の
撤
去
費
用
は
約
２
７
０
億
円
に

上
っ
て
お
り
、
２３
年
度
当
初
予
算

の
２
５
７
億
円
を
既
に
大
き
く
上

【
３
面
へ
続
く
】

表：津波の浸水深（津波痕跡調査）

備 考

破壊跡から推定

小塚原

※地盤面からの計測
※平成２３年４月２７日～５月２日調査

浸水深

４．７９ｍ

６．９５ｍ、８．５０ｍ

６．０３ｍ

４．７０ｍ

３．８０ｍ

１．８７ｍ

１．３１ｍ

１．８４ｍ、２．１９ｍ

１．２０ｍ

３．４０ｍ

３．６９ｍ

０．５０ｍ

場 所

名取市サイクルスポーツセンター付近

閖上漁港付近

閖上５丁目付近

閖上６丁目付近

斎場付近

閖上中学校付近

閖上小学校付近

県道塩釜亘線の東側付近

名取ＩＣ付近

宮城県農業高等学校付近

北釜地区付近

下増田小学校付近

建建
運運
委委
のの
報報
告告
書書
でで
紐紐
解解
くく
大大
震震
災災

建設運輸委員長
藤井昌之（安芸高田市）

関
谷
本
会
会
長
や
東
北
議
長
会
も
要
請
活
動
展
開【閖上小学校の体育館】高さ１．６ｍの

位置にくっきり刻まれた浸水の爪痕

【上写真】閖上の街中を走る県道閖上漁港線沿いの被害状況
【下写真】津波の流れで車やガレキが集中して堆積した様子

名
取
市
の
被
災
状
況

第１８２１号 平成２４年１月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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１２／１５

【
２
面
か
ら
続
く
】

建
運
委
は
報
告
書
で
閖
上
地
区

の
場
合
、
津
波
対
策
と
し
て
土
地

の
嵩
上
げ
を
実
施
す
る
な
ら
、
３

�
も
の
盛
り
土
が
必
要
と
想
定
し

て
い
る
。
海
辺
の
地
区
を
高
台
へ

移
転
さ
せ
る
計
画
案
も
浮
上
し
て

い
る
が
、
財
源
が
大
き
な
障
壁
と

し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
と
説

く
。
大
規
模
な
余
震
の
発
生
が
未

だ
払
拭
で
き
な
い
現
下
、
被
災
地

を
守
る
手
立
て
の
確
保
を
図
る
た

め
に
も
、
早
急
な
対
応
が
望
ま
れ

る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
対
策
を

講
じ
る
と
し
て
も
、
一
自
治
体
が

取
り
組
む
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
あ
ま

り
に
も
高
い
。
報
告
書
で
は
、
国

に
よ
る
対
応
が
望
ま
れ
る
と
結
論

づ
け
て
い
る
。
合
わ
せ
て
復
興
計

画
の
策
定
と
推
進
、
ガ
レ
キ
の
最

終
処
分
に
向
け
た
焼
却
・
埋
設
な

ど
が
課
題
と
指
摘
し
て
い
る
。

報
告
書
の
内
容
を
踏
ま
え
建
運

委
で
は
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
関
す
る
要
望
」
を

１１
月
の
委
員
会
で
取
り
ま
と
め
て

い
る
。
こ
の
要
望
は
同
委
が
所
管

す
る
各
種
交
通
基
盤
整
備
、
ま
ち

づ
く
り
対
策
な
ど
と
は
別
途
、
取

り
ま
と
め
た
も
の
。
震
災
関
連
に

特
化
し
、
予
算
の
確
保
は
も
と
よ

り
、
原
発
事
故
へ
の
対
応
、
復
興
庁

の
設
置
、
被
災
者
の
生
活
再
建
、

災
害
廃
棄
物
処
理
へ
の
支
援
な

ど
、
今
後
に
お
い
て
望
ま
れ
る
対

策
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
講
ず
べ

き
対
策
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

取
り
ま
と
め
た
要
望
書
は
、
社
会

文
教
委
員
長
と
産
業
経
済
委
員
長

に
よ
る
連
名
で
作
成
さ
れ
た
。
ま

た
、
対
象
案
件
の
規
模
が
大
き
い

だ
け
に
、
本
会
会
長
の
関
谷
博
・

下
関
市
議
会
議
長
も
表
紙
に
名
を

連
ね
た
。
１２
月
に
は
改
め
て
、
関

谷
会
長
名
に
よ
る
同
じ
表
題
の
要

望
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

建
運
委
で
は
１１
月
２９
日
開
催
の

第
１
４
２
回
委
員
会
終
了
後
、
要

請
活
動
を
実
施
。
委
員
市
に
つ
い

て
は
地
元
選
出
の
国
会
議
員
を
中

心
に
、
正
副
委
員
長
に
つ
い
て
は

政
府
・
与
党
の
要
職
に
あ
る
者
を

中
心
に
、
要
望
項
目
の
実
現
に
向

け
積
極
的
に
活
動
し
た
。
正
副
委

員
長
は
特
に
同
日
、
池
口
修
次
・

民
主
党
企
業
団
体
対
策
委
員
長
と

面
談
し
、
要
望
項
目
の
実
現
に
対

す
る
協
力
を
要
請
。
正
副
委
員
長

の
訴
え
に
対
し
池
口
氏
は
理
解
を

示
し
た
。

こ
の
ほ
か
１２
月
１５
日
、
関
谷
本

会
会
長
は
東
北
市
議
会
議
長
会
の

役
員
と
と
も
に
、
要
望
項
目
の
実

現
に
向
け
政
府
や
与
野
党
幹
部
に

対
す
る
要
請
活
動
を
実
施
。
復
旧

・
復
興
予
算
の
総
額
確
保
、
被
災

地
の
実
態
に
即
し
た
財
政
支
援
、

原
発
事
故
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
協
力
を
要
請
し
た
。
合
わ
せ
て

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
、
公
共

施
設
等
の
復
旧
・
再
整
備
、
被
災

者
に
対
す
る
社
会
保
障
な
ど
に
つ

い
て
協
力
を
要
請
し
た
。
被
災
者

へ
の
社
会
保
障
関
連
で
は
今
後
、

生
活
保
護
世
帯
の
急
増
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
生
活
保
護
経
費
の
全

額
を
時
限
的
に
国
庫
負
担
と
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

回
っ
て
い
る
。
膨
大
な
数
の
全
壊

や
大
規
模
半
壊
家
屋
が
発
生
し
た

閖
上
地
区
の
整
備
を
更
に
進
め
た

場
合
、
ガ
レ
キ
撤
去
費
用
は
今
後

の
市
の
財
政
に
大
き
な
負
担
を
強

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

震
災
は
市
民
の
家
屋
に
と
ど
ま

ら
ず
、
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の

都
市
基
盤
施
設
、
市
庁
舎
や
消
防

機
関
な
ど
の
公
共
施
設
、
農
水
産

業
な
ど
の
産
業
関
連
施
設
へ
、
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
被
害

総
額
は
概
算
で
７
０
２
億
１
５
０

０
万
に
も
及
ん
で
い
る
。

面面
談談
要要
請請
先先
及及
びび

要要
請請
活活
動動
参参
加加
者者

【
面
談
要
請
先
�
面
談
の
順
】

▽
福
田
昭
夫
・
総
務
大
臣
政
務
官

▽
鈴
木
克
昌
・
民
主
党
筆
頭
副
幹

事
長
▽
池
口
修
次
・
民
主
党
企
業

団
体
対
策
委
員
長
▽
末
松
義
規
・

総
理
大
臣
補
佐
官
（
東
日
本
大
震

災
復
興
対
策
、
少
子
化
対
策
及
び

自
殺
対
策
担
当
）
▽
井
上
義
久
・

公
明
党
幹
事
長
▽
北
神
圭
朗
・
経

済
産
業
大
臣
政
務
官
▽
高
山
智
司

・
環
境
大
臣
政
務
官
▽
谷
垣
禎
一

・
自
民
党
総
裁
▽
大
島
理
森
・
自

民
党
副
総
裁
▽
平
野
達
男
・
東
日

本
大
震
災
復
興
担
当
大
臣

【
要
請
活
動
参
加
者
】

▽
本
会
会
長
�
関
谷
博
・
下
関
市

議
会
議
長
▽
東
北
市
議
会
議
長
会

会
長
・
同
議
長
会
宮
城
県
支
部
長

�
佐
藤
正
昭
・
仙
台
市
議
会
議
長

▽
岩
手
県
支
部
長
�
村
田
芳
三
・

盛
岡
市
議
会
議
長
▽
岩
手
県
副
会

長
�
伊
藤
明
彦
・
陸
前
高
田
市
議

会
議
長
▽
宮
城
県
副
会
長
�
渡
邊

武
・
名
取
市
議
会
議
長
▽
秋
田
県

支
部
長
�
小
木
田
喜
美
雄
・
秋
田

市
議
会
議
長
▽
山
形
県
支
部
長
�

加
藤
孝
・
山
形
市
議
会
議
長
▽
福

島
県
副
会
長
�
鈴
木
忠
夫
・
須
賀

川
市
議
会
議
長

重
点
的
な
要
請
活
動

左から渡邊・宮城県副会長、伊藤・岩手県副会長、村田・岩手県支部長、関谷・本会会長、末松義規・総
理大臣補佐官、佐藤・宮城県支部長、加藤・山形県支部長、小木田・秋田県支部長、鈴木・福島県副会長

左
か
ら
順
に
藤
井
委
員
長
（
安
芸

高
田
市
）
、
池
口
修
次
・
民
主
党

企
業
団
体
対
策
委
員
長
、
高
橋
副

委
員
長
（
登
別
市
）
、
土
屋
副
委

員
長
（
鎌
ケ
谷
市
）
�
１１
月
２９
日

要
望
を
取
り
ま
と
め

前
列
左
か
ら
２
人
目
が
平
野
達
男

震
災
復
興
担
当
大
臣
�
１２
月
１５
日

（３） 平成２４年１月２５日 第１８２１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������

総

務

省

は

平

成
２３
年
１２
月
３１

日
、
「
辰
年
生
ま
れ
」
と
「
新
成

人
」
の
人
口
統
計
を
公
表
し
た
。

辰
年
生
ま
れ
の
人
口
を
み
る
と

平
成
２４
年
１
月
１
日
現
在
で
は
１

０
２
２
万
人
と
い
う
結
果
で
あ

る
。
内
訳
は
、
男
性
で
４
９
６
万

人
、
女
性
で
５
２
６
万
人
と
い
う

結
果
で
あ
る
。

一
方
、
新
成
人
人
口
（
平
成
２４

年
１
月
１
日
現
在
２０
歳
の
人
口
）

は
１
２
２
万
人
と
総
務
省
が
推
計

を
開
始
し
た
昭
和
４３
年
か
ら
で
は

最
低
の
水
準
。
最
多
だ
っ
た
昭
和

４５
年
が
２
４
６
万
人
で
あ
り
、
今

回
初
め
て
最
多
数
の
半
数
を
下
回

る
数
字
と
な
っ
た
。
１
２
２
万
人

の
内
訳
と
し
て
は
、
男
性
が
６２
万

人
、
女
性
は
６０
万
人
と
な
っ
て
い

る
。新

成
人
の
人
口
推
計
を
み
る

と
、
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代

の
昭
和
２４
年
生
ま
れ
の
人
が
成
人

に
達
し
た
昭
和
４５
年
が
最
多
。
昭

和
４５
年
以
降
は
、
減
少
傾
向
に
あ

る
。
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代

の
人
が
成
人
に
達
し
た
時
に
は
、

人
口
が
２
０
０
万
人
台
と
な
っ
た

が
、
そ
の
後
ま
た
減
少
傾
向
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
新
成
人
人
口

は
５
年
連
続
し
て
過
去
最
少
を
更

新
し
て
お
り
、
総
人
口
に
占
め
る

割
合
も
低
下
。
平
成
２４
年
は
０
・

９６
％
を
占
め
る
に
と
ど
ま
る
。

▼
議
長

▽
相
馬

佐
藤

満
（
１１
・
３０
）

▽
射
水

瀧
田
啓
剛
（
１１
・
３０
）

▽
い
な
べ

太
田
政
俊
（
１１
・
３０
）

▽
藤
井
寺

畑
謙
太
朗
（
１１
・
３０
）

▽
防
府

安
藤
二
郎
（
１１
・
３０
）

▽
四
国
中
央

川
上
賢
孝
（
１２
・
１
）

▽
玉
名

�
村
四
郎
（
１２
・
１
）

▽
黒
部

新
村
文
幸
（
１２
・
２
）

▽
西
脇

池
田
勝
雄
（
１２
・
２
）

▽
紀
の
川

西
川
泰
弘
（
１２
・
２
）

▽
霧
島

仮
屋
国
治
（
１２
・
２
）

▽
滑
川

開
田
晃
江
（
１２
・
５
）

▽
南
砺

西
井
秀
治
（
１２
・
５
）

▽
我
孫
子

川
村
義
雄
（
１２
・
５
）

▽
曽
於

谷
口
義
則
（
１２
・
５
）

▽
伊
勢

西
山
則
夫
（
１２
・
６
）

▼
副
議
長

▽
相
馬

小
泉
正
人
（
１１
・
３０
）

▽
射
水

吉
野
省
三
（
１１
・
３０
）

▽
い
な
べ

川
瀬
利
夫
（
１１
・
３０
）

▽
宇
土

藤
井
慶
峰
（
１１
・
３０
）

▽
南
さ
つ
ま

柳
元
拓
夫
（
１１
・
３０
）

▽
舞
鶴

桐
野
正
明
（
１２
・
１
）

▽
四
国
中
央

山
本
照
男
（
１２
・
１
）

▽
鳥
栖

内
川
�
則
（
１２
・
１
）

▽
玉
名

�
木
重
之
（
１２
・
１
）

▽
黒
部

松
原

勇
（
１２
・
２
）

▽
ふ
じ
み
野

有
山

茂
（
１２
・
２
）

▽
西
脇

高
橋
博
久
（
１２
・
２
）

▽
紀
の
川

村
垣
正
造
（
１２
・
２
）

▽
霧
島

吉
永
民
治
（
１２
・
２
）

▽
滑
川

岩
城
晶
巳
（
１２
・
５
）

▽
南
砺

石
崎
俊
彦
（
１２
・
５
）

▽
我
孫
子

早
川

真
（
１２
・
５
）

▽
曽
於

渡
辺
利
治
（
１２
・
５
）

▽
伊
勢

浜
口
和
久
（
１２
・
６
）

▽
１
月
２６
日

全
国
市
議
会
事
務

局
職
員
研
修
会
（
午
後
１
時

半
、
砂
防
会
館
）
、
地
方
行
政

委
員
会
�
正
副
委
員
長
会
議

（
午
後
３
時
、
香
美
市
）
、
建

設
運
輸
委
員
会
�
正
副
委
員
長

会
議
（
午
後
３
時
、
安
芸
高
田

市
）
、
全
国
市
議
会
議
長
会
�

正
副
会
長
会
議
（
午
後
３
時

半
、
宗
像
市
）

▽
１
月
２７
日

全
国
市
議
会
事
務

局
職
員
研
修
会
（
午
前
１０
時
、

砂
防
会
館
）

▽
１
月
３１
日

全
国
自
治
体
病
院

経
営
都
市
議
会
協
議
会
�
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

（
午

後
３
時
、
全

国

都

市

会

館
）
、
全
国
市
議
会
議
長
会
�

正
副
会
長
市
事
務
局
長
会
議

（
午
後
３
時
半
、
旭
川
市
）

▽
２
月
１
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
総
会
（
午
後

２
時
半
、
日
本
都
市
セ
ン
タ

ー
）

▽
２
月
２
日

広
域
行
政
圏
市
議

会
協
議
会
�
正
副
会
長
・
監
事

・
相

談

役

会

議
（
午

前
１１
時

半
、
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
）
、

総
会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
２
月
３
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
会
議
（
午
後

４
時
、
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
）

▽
２
月
６
日

産
業
経
済
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
正
午
、

全
国
都
市
会
館
）
、
委
員
会（
午

後
１
時
半
、
同
）、
国
会
対
策
委

員
会
�
正
副
委
員
長
会
議
（
午

後
１２
時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
、

委
員
会
（
午
後
２
時
半
、
同
）

▽
２
月
７
日

都
市
行
政
問
題
研

究
会
�
総
会
（
午
後
１
時
半
、

全
国
都
市
会
館
）

行行
事事
予予
定定

議議
会会
人人
事事

ピピピ
ーーー
ククク
時時時
ののの
半半半
数数数
以以以
下下下

新新新
成成成
人人人
ははは
１１１
２２２
２２２
万万万
人人人
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